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総務委員会会議録 
 

令和２年１０月８日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時３４分閉議（実時間６９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．八代市議会災害対策会議における部会活動

について 

 （１）部会活動方針の報告について 

 （２）八代市地域防災計画の調査等について 

１．次回の会議日程及び調査内容 

１．その他  

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  橋 本 幸 一 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  堀   徹 男 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務企画部 

  理事兼危機管理課長 廣 兼 和 久 君 

  理事兼企画政策課長 福 本 桂 三 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（橋本幸一君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）定刻となり、定足数に達しましたので、

ただいまから八代市議会災害対策会議における

総務委員会を開会いたします。 

                              

◎八代市議会災害対策会議における部会活動に

ついて 

○委員長（橋本幸一君） まず、１０月１日の

本委員会において、今後の部会活動方針等につ

いて御協議をいただいたところでございます。 

 去る１０月５日に開催されました八代市議会

災害対策会議における各部会正副委員長合同会

議の中で、各委員からの御意見等を踏まえ、私

から正副議長に本部会の活動方針等を報告させ

ていただくとともに、各部会間において情報共

有させていただきました。 

 以上の点を踏まえ、最終的に正副委員長の協

議の上、活動方針を徹底させていただきました

ことをまずもって御報告させていただきます。 

 そこで本日はレジュメ記載のとおり、まず、

１、八代市議会災害対策会議における部会活動

についての（１）部会活動方針の報告について

を御説明させていただきます。 

 別紙の各部会における意見及び活動方針の資

料を御覧ください。 

 総務委員会からは流れ的には発災時のときの

検証、そして、その後の復興についてという流

れの中で本部会の活動をしていきたいというこ

とで、まず、地域防災計画の見直しとして、情

報伝達、避難所対策、防災体制の整備、災害ボ

ランティアなど、それと災害時における公共交

通機関の検証ということで、この本部会の活動

を行っていきたいということで報告させていた

だきました。 

 それで、まずは発災時の対応の基本ともなる

八代市地域防災計画の検証を目的とし、調査を

進めてまいりたいと思いますので、御協力方よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、当部会の活動方針であります八代
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市地域防災計画の調査等についてでございます

が、本件については、１点目が情報伝達・収集

の方法、２点目が避難対策、３点目が公共交通

において調査を行いたいと考えております。 

 また、本日、本計画を抜粋したものを配付し

ておりますので、参考にしていただくととも

に、調査を効率的に進めるために部会活動にお

ける調査票をお配りしておりますので、本調査

内容に基づいて御質問等いただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

 また、この調査票につきましては、各自で御

記入され活用していただければと思いますが、

最後の項の所見についてでございますが、この

部分が今後の取りまとめについて重要な部分で

あるかと思いますので、後ほど、この所見につ

いては提出していただきたいと思います。 

 最後に、この提出期限等の協議も行いたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 なお、本部会での活動に当たり、執行部に対

してはＢＣＰ継続中のため、原則、執行部の会

議の同席については行わないこととされており

ましたが、詳細な現状について内容を聴取する

ため執行部と調整いたしましたところ、本日は

出席が可能ということでございましたので出席

をいただいております。本日はよろしくお願い

いたします。 

 それでは、１点目、情報伝達・収集の方法に

ついて、執行部より現状について説明をお願い

いたします。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 危機管

理課、廣兼でございます。よろしくお願いしま

す。（｢お世話になります」と呼ぶ者あり）着

座にて説明させていただきます。 

 まず、資料のほうですが、第２回総務部会八

代市地域防災計画の研究等についてという１枚

をおめくりいただいて、１ページ目を御覧いた

だきたいと思います。こちらは本年の７月豪雨

の概要ということで載せております。 

 ７月３日の夜から降り出した雨が線状降水帯

を形成して降り続きまして、７月４日午前中ま

で約２４時間で球磨地域におきまして、約５０

０ミリ前後の大雨を記録したということでござ

います。本市坂本町などを初め、人吉、球磨村

など球磨川が氾濫する未曾有の大災害となりま

した。 

 死者のほうが八代市のほうで４名、行方不明

１名、建物の被害が全壊が５２２件、床上浸水

が４５５件ということになっております。橋の

ほうも３つの橋が流れております。被害総額で

すが、９月２５日現在で２１８億円という概算

が出ております。 

 右側の地図を見ていただければ分かると思う

んですが、熊本県の南部に相当の雨が降ったと

いうことでございます。 

 それに伴いまして、情報伝達・収集の方法と

いうことで２ページのほうをよろしくお願いい

たします。球磨川災害気象情報等の伝達という

ところです。 

 ７月３日金曜日の２１時３９分に大雨警報が

発令されました。こちらのほうは市の登録メー

ルによりまして、市民の方には伝達をしており

ます。 

 ７月４日、翌日の土曜日ですが、０時２１分

に洪水警報発令、発表ということで、こちらの

ほうも登録メールで発信しております。 

 １時１０分、土砂災害警報が発令されており

ます。こちらのほうは携帯のほうには全て届き

ますエリアメール及び市の登録メールというこ

とで発令されております。 

 ２時４１分に、デダポン、ＲＫＫテレビのデ

タポンというところです。こちらのほうに坂

本、泉、東陽、二見、特に山間部は注意をして

くださいということで載せております。 

 ３時３９分、熊本県の防災情報メールが記録

的短期大雨情報ということで流れております。 

 ４時から各防災無線のほうで周知を行ってお
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ります。坂本町のほうは４時３分、球磨川が大

雨により増水中ですので高いところに早く避難

してくださいということで避難指示を出してお

ります。 

 ４時１５分には、市の登録メールで八代海の

高潮に伴う浸水のおそれがありますということ

で、こちらのほうもメールを出しております。 

 同じ内容をですね、４時１６分、デタポンの

ほうでも流しているところでございます。 

 ４時５０分、大雨特別警報が発令されており

ます。こちらのほうもメールのほうで流してお

ります。 

 ４時５０分に、熊本県の防災メール、球磨川

の水位超過情報レベル３相当が出ております。 

 ５時２０分には、熊本県防災メール、球磨川

水位超過、こちらはレベル４ということで出て

おります。 

 午前７時に避難所を開設。市内１９カ所に開

設しております。坂本町のほうは道路が寸断さ

れておりましたので、開設できなかったという

ところでございます。 

 ９時５０分に避難指示が出ております。これ

は県から発令いただいたんですが、５時過ぎて

からですね、市のほうのメール等のほうが不安

定になりまして、発令ができない状態になって

おりました。県のほうに代行で発令してもらっ

た時間が９時５０分になったというところでご

ざいます。 

 令和２年７月１２日には坂本、泉校区を除

き、避難指示を全解除しております。 

 ７月１４日には泉校区の避難指示を解除。 

 ７月３１日には坂本校区の避難指示を解除し

たんですが、枳ノ俣、横様、市ノ俣、瀬戸石を

除く地域を解除ということになります。 

 ８月１２日に枳ノ俣地区の避難指示を解除し

ておりますので、今は横様、市ノ俣、瀬戸石で

避難指示がまだ出ている状態でございます。 

 続きまして、４ページ目をよろしくお願いい

たします。 

 １の②災害情報の収集、伝達についてという

ことでございます。 

 市に電話のあった情報等、市のほうにも大分

問合せがございました。それで、消防団、消防

本部、自衛隊等からの情報をホワイトボード等

に記載をしまして、リエゾンへ伝えるととも

に、対策本部会議などで周知をいたしておりま

す。 

 続きまして、③ネット環境、ケーブルテレビ

等の情報伝達の手段が途絶えていたが、どの程

度の期間で復旧したのか、また、利用できた通

信機器についてということで、まず、ケーブル

テレビ、インターネットにつきましては、７月

４日、午前５時３０分頃にサービスが停止して

おります。復旧に約１か月半の期間を要してお

ります。横様、市ノ俣、枳ノ俣を除く、今、９

７％が復旧済みということでございます。 

 続きまして、ＮＴＴの固定電話なんですが、

７月４日の未明にサービスが停止しておりま

す。早い地域では１週間程度で回復しておりま

すが、被害の大きかった坂本局のほうでは８月

１３日に回復いたしまして、今、坂本町の８

０％の地区が回復したということになっており

ます。 

 携帯電話のほうですが、携帯電話は７月４日

の未明、午前８時５分頃から携帯通信局との回

線の切断と停電により通信サービスが停止をし

ましたが、バックアップ電源等によりまして、

１日程度、５日の朝方までは稼働していたとい

うところがあります。 

 早い地域では３日で回復しております。７月

２０日にＮＴＴドコモは、立ち入り不可かつ住

民の全避難地区、横様、市ノ俣、枳ノ俣以外は

移動通信車の投入などで通信可能になっており

ます。 

 あと、衛星携帯電話のほうですが、携帯電話

がつながらない場所では衛星携帯は使用できま
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した。ただし、山の深いところとか、一部地域

では衛星の電波が届かない地域があったという

ことで使えなかった地域もあるということでご

ざいます。 

 あと、④のほうです。孤立地域の情報伝達方

法についてということでございます。 

 伝達方法につきましては、緊急情報配信メー

ル、テレビデータ放送デタポン、防災無線、エ

リアメール、次のページをお願いします、衛星

電話等で伝達しております。通信手段が途絶し

た地域につきましては、広報車等で情報伝達に

当たったところでございます。 

 ただ、道路が寸断されている地域につきまし

ては、７月６日から８日にかけまして、消防、

自衛隊、消防団、警察が徒歩で現地に入りまし

て、現場の状況を把握しまして、救助を要請し

ております。孤立地域の方は全員、避難所に避

難をしたということになります。 

 ⑤の問題点や今後の課題についてでございま

すが、避難情報の発令のタイミングや伝達の方

法を検証する必要がある。全体の検証を含めた

ところで検証いたします。あと、停電時の情報

伝達方法の検討をするということになります。 

 以上が情報伝達・収集方法についてになりま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（橋本幸一君） ただいま説明がござ

いましたが、ただいまの説明で何か質問等ござ

いませんか。 

○委員（中村和美君） ５ページですけど、問

題、今後の課題についての中で、停電時の情報

伝達方法を検討するということになってるよう

ですが、これを見たときに、携帯も使われん、

我が家の電話も使われんと考えたときには、衛

星携帯電話ですね、これが一番、災害時に有力

と思うんですが、これがどの地区にどのぐらい

ついているのか。それと、それがどのぐらいつ

いたものが通信できたのか、分かりますでしょ

うか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 衛星携

帯電話につきましては、当初、坂本支所のほう

と市ノ俣のほうに２台の配備がございました。 

 坂本支所のほうが今回、水没によりまして使

えなくなったということがございまして、新た

に衛星携帯を７台ほどですね、坂本地区のほう

に持っていきまして、使ったというところでご

ざいます。 

 ただ、藤本の小学校辺りがちょっとどの角度

にしても入らなかったというのがございまし

た。 

○委員（中村和美君） 坂本支所は残念なが

ら、２階はどうか分からなかったんですけど、

１階はすごく荒れて荒れて、見に行きまして大

変だなと思ったんですけど。あと７台、これは

いかがですか。これからの計画とすれば、今、

７台が据えて運用していとると思いますが、こ

れをもうちょっと広げるとか、台数を増やすと

かいう計画はないんですか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 今後の

課題といたしまして、坂本に限らず、泉、東陽

等も含めたところでですね、孤立をする可能性

がある地区には衛星携帯をピンポイントで置い

ていく必要があるんだろうというふうに考えて

おります。 

 今後の検証の中でですね、その辺は進めてい

こうというふうに思っております。 

○委員（中村和美君） 要望になりますけど、

本当によろしく。泉、東陽もですね、やはり孤

立する可能性というのがあります。極端な言い

方をすれば、二見も一部、坂本に近いところな

んかは孤立する可能性もありますので、全体的

に考えていただいて、頑張っていただきたいと

思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（成松由紀夫君） 発災時当初を含め

て、私もそばで見ておったんですが、衛星携帯
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電話も２台あったうち１台水没で、現在７台設

置。それは坂本に限らず、衛星携帯電話につい

ては、萩原堤防が決壊したという部分で考える

と、浸水想定域がありますね。そうなったらほ

とんど八代平野は沈むでしょう。となると、衛

星携帯電話は多分、全校区にどれぐらい配置を

していくかということが一つの課題かなと。予

算はかかりますよね。 

 予算を考えると、八代の財源的なことを考え

れば、今、鼻血も出らん状況でしょう。という

ことを考えると、多分、廣兼課長にしても、丸

山部長、特に予算要求云々となると頭が痛いと

ころがあると思うんですよね。 

 ただ、命に関わる部分で、萩原堤防をこの

間、国土交通委員会の皆さんがみんな見に来ら

れて、結果的によかったみたいな話で行かれて

るんですが、やっぱり今後は八代の水害につい

ては生命線は萩原だと思うんですよね。しか

し、想定の範囲を超えるような事象が続いてお

る中でいくと、やっぱり萩原堤防がもし切れた

らということを考えれば、衛星携帯電話の全校

区の配置ということはまず一つあるのかなと。 

 それとあと、発災直後、それとマスコミの対

応を見とると、危機管理課はかなり電話対応で

大変だったような気がすっとですよ。それとマ

スコミの対応。本当の仕事が何なのかというの

が、何か問合せの電話等々で追われよんなった

部分でいくと、今、危機管理課には、例えば、

消防長だった方の再任用、それと消防署には元

公室長だった市役所のＯＢの方の再任用とかあ

りますよね。そういう方々をフリーハンドにし

て、もっと活用するというかな。元消防長だっ

た人が電話の対応をずっとしよんなっとを見と

ってね、電話当番じゃないんだけどなと思いな

がら、でも、周りの人もみんな電話を受けて、

そのうちマスコミが殺到して、廣兼課長にも執

拗にいろいろなインタビューしよったですよ

ね。 

 これぐらい何か、パニック状態じゃないんだ

けど、危機管理課の人員の問題もあるんだけれ

ども、やっぱりそこら辺の何て言うのかな、危

機管理課がものすごくしたい仕事と違う仕事を

せざるを得なかったというのは、あれも少し今

後、考えんといかんのかなと。 

 再任用の方々もある意味、熟練の百戦錬磨の

方々がおられるっていうことを考えると、あの

人たちはスーパーアドバイザーですよね。なの

で、そういう再任用の大先輩方の意見も聞きつ

つ、あの方々をフリーハンドにするとか。そし

て、電話の対応の部分ももっと集約するちゅう

のかな。みんなが電話を受けるんじゃなくて。

そういったところの流れも検討されてみてはど

うかなというふうに思います。 

 質問というよりも、私は要望というか。危機

管理課が本当、発災直後から大変な思いで仕事

をされてるのは見てましたので、そういうのを

ちょっと客観的に見たところから、そこを少し

整理していかれたほうがいいのかなと。次に備

えるべくですね。というふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） 今のは結局、危機管

理課の内部の仕事分担の方法ということで、一

部、情報の伝達等にも関係してくるかと思いま

すが、あまりその辺にちょっと入りすぎると、

何て言うんですか、情報伝達という部分からち

ょっと外れる部分が出てきますので、そこはあ

る程度、ちょっと修正しながら質問してもらい

たいと思います。 

○委員（成松由紀夫君） 意見です。 

○委員長（橋本幸一君） 意見ですね。はい。 

 ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 市のホームページを、

どうもサーバーが何か人吉のほうかなんかにあ

ったということで、それに伴ってダウンしたと

いうようなことだったと思うんですけど、フェ

イルセーフという考え方からいくと、サーバー
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はそんな幾つも持てないとは思いますが、人吉

じゃないといけなかったなんか理由かなんかあ

って、今、復旧は、何て言うかな、今後もまた

そういうのが起こり得るような状態なのかとい

うのをちょっと心配になったもんですから。今

の状況というのをちょっと教えていただいてい

いですか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） すみま

せん、サーバーにつきましてはですね、情報政

策課のほうがされてましてですね、私どもも人

吉にあったというのはちょっと知らなかったと

ころなんですが、通常であれば、二重の対策を

しておくべきなんだろうなとは思っておりま

す。今後の課題にもなってるんだろうなと思い

ますので、その辺は今後、構築していくものと

いうふうに考えております。 

○委員長（橋本幸一君） そこら辺、横の連携

をですね、密にしていただいてやっていただい

ていいですか。（理事兼危機管理課長廣兼和久

君「はい」と呼ぶ） 

○委員（橋本徳一郎君） これも情報政策課の

ほうになると思うんですけど、要は通信網が一

回線ということだったですよね。通信網そのも

のは大手のほうの通信会社が整備するというこ

とになるんだと思うんですけど、こういったも

のの冗長化とかいうのは検討はされるんです

か。二重に重ねて１カ所では使えないという

か、複数のルートが使えるようなものはないの

かということですよね。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） その件

につきましても、携帯通信網の大手、ドコモ、

ａｕ、ソフトバンク等ありますけど、早急に今

回、対応していただいたというふうに思ってお

ります。 

 移動の通信の車を持ってこられてですね、す

ぐに対応していただいて、一番早かったのがソ

フトバンクさんが連携を早めにカバーをされた

というところがありまして、そういったのは、

冗長化はということではなかなかちょっと難し

い面はあるのかなとは思いますけど、いち早く

対応していただけるものというふうに考えてお

ります。 

○委員（橋本徳一郎君） もう１点。今、坂本

も泉も東陽もケーブルテレビが中心ということ

ですけども、前は地上波のアンテナも立ってた

と思うんですよね。そういったものの整備と

か、ちょっと大規模なことになるから市だけで

はできないとは思うんですけど、そういったも

のの活用とか、ラジオの中継とか、そういった

ものはできないのかなと思いますが。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） ケーブ

ルテレビにつきましては、通常の電波では入ら

ない地域があるということでケーブルテレビに

なっているものというふうに考えております。 

 ＦＭ等もですね、かっぱＦＭ、八代のＦＭも

やっぱり入らない地域が多いというところがあ

りまして、入れるためにはどこかにアンテナを

何本か立てていかないといけないというところ

になりますので、相当な経費もかかるんだろう

なと思っております。 

 今後どうしていくかも含めてですね、今後、

検証していかないといけないところだろうなと

思っておりますけど。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。

（委員橋本徳一郎君「はい」と呼ぶ） 

 非常に危機管理課は、今の、例えば、情報推

進課との連携というのが専門的な分野に入る部

分があるもんですから、そこは危機管理課の範

疇の中でよろしいですので、横の連携はしてる

ということだけですね、そこはよろしくお願い

します。 

 ほかに。 

○委員（太田広則君） 確認ですけども、我々

総務部会は一応活動期間が１１月中旬までとい

うふうな、調査も含めて入ってるんですが、こ

の課題のところでですね、問題点や今後の課題
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で、１点目のほうの避難情報の発令のタイミン

グや伝達方法を検証するという、これは我々が

やろうとしていることと多分、同じような形に

なっていくんじゃないかなと思ってるんです

が、執行部におかれては、この検証を例えば、

いつまでとかいう何か期限は決められてるんで

すか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 検証に

つきましてはですね、本年度中に行いたいとい

うふうに考えております。なるべく早めにです

ね、年度内には大体の方向を出しながら、最終

的には本年度中にということで今は考えており

ます。（委員太田広則君「はい、分かりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

○委員（成松由紀夫君） この防災無線の部分

になると、必ず何かが起きれば、聞こえた、聞

こえんだったというのが出てくると思うんです

よね。今回の部分も、これもそれぞれの意識と

いうか、聞こえる聞こえないは置いといても、

そこで動く動かないっていうようなことで、そ

もそも論になっていくとですけども、じゃあ、

果たして行政がどこまでできるのかっていうこ

ともですね、考えると、例えば、避難指示が７

時ですか。避難所開設がですね。そんときに坂

本支所の横になっとですかね、避難所は。コミ

セン。（｢はい」と呼ぶ者あり）ですね。 

 もうあそこがごうごうと流れよったわけです

よね。７時に避難所開設であの時点でつかっと

った。亡くなられたたばこ屋さんのおばあさん

なんかも、関西におられた妹さんに電話してる

ときに防災無線の声も聞こえて。（｢姉ちゃん

だった」と呼ぶ者あり）そこに連絡をしてると

きに防災無線の声も聞こえてて、聞こえてる中

にやっぱり足が不自由だった。消防署の職員

は、そこを手当たり次第、流されそうな方を救

出する。例えば、上村議員もボートを出して藤

本周辺の方々を救出する。想像するにも恐ろし

いような現状があったと思うんですよね。 

 その情報伝達をじゃあ、どこまでできて、体

の不自由な方を日頃どれぐらい把握してて、い

ざ有事のときにどういうバックアップをするの

かというときのまず第１発目がこの情報伝達、

危ないぞ、避難してくださいっていうところで

考えると、限界を含めて、聞こえてる聞こえな

いも含めてですね、思うわけなんですよ。 

 それと想像以上のことが起きてしまった。避

難所が流されるというような部分を考えたとき

に、防災無線も含めて情報の伝達。 

 あんまり入り込み過ぎると、これは非常に自

問自答するような難しいところになろうと思う

とですが、簡単にですよ、１２月まで云々で情

報伝達について、シンプルに今、危機管理課が

これはやっておきたいというか、この部分はこ

うだったなというのを、何かちょっと今、考え

られてることがあればちょっと教えていただけ

れば。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 防災無

線に関しましてはですね、坂本町が支所がつか

ったということで親機のほうが使えなくなった

ということで、坂本町からの情報発信ができな

くなったというのがございました。 

 今、防災行政無線のほうはやり替えをしてい

る最中ということでございまして、今年度中に

ですね、新たな屋外拡声子局とですね、新たな

伝達方法ということで携帯電話のほうに直接連

絡がいくような格好を今、取っております。も

し携帯をお持ちじゃない方には直接、固定電話

のほうにもいくような格好になりますので、何

らかの方法でですね、伝達をできる方法は今、

考えてはおります。 

 今回もありましたとおり、水没等をして停電

をしたらどうするんだということもあるんです

けど、携帯のほうはですね、今、２４時間つな

がるということがありますので、その辺は２４
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時間以内に情報伝達を速やかにしないといけな

いというところもあるとは思うんですが、屋外

拡声器はですね、やっぱり雨が降って聞こえな

いという、やっぱりいろいろ話はあります。今

回、屋外拡声器のほうはですね、スリムなスピ

ーカーとか、聞こえやすいスピーカーにしてで

すね、ちょっと届きやすいようにして、極端な

話をすると、言葉じゃなくてですね、サイレン

みたいなものを流して注意喚起をするというよ

うなことも考えながら行っていかないといけな

いんだろうなと思っております。 

○委員（成松由紀夫君） 私もですね、まさに

それかなと。携帯電話で我々のやつもタンタン

タンタンタンってやつが、がーんと大音量で聞

こえると、何かあったかなっていうのもある

し、言葉で「避難してください」というより

も、昔の空襲警報じゃないですけど、ウーっ

て、何事だっていうような、ただごとじゃない

なというようなサイレン系、あれが一番です

ね。 

 戦争体験者の方々からの賛否両論はあるかも

しれないけれども、やっぱりサイレンの音とい

うのがやっぱり一番シンプルにまずい状況が起

きてるんだっていうようなことなのかなという

のを思ってたんで、今、課長がいやもうサイレ

ン的なものというようなことの認識があられる

ので、よければそっちにスイッチされたほうが

いいんじゃないかなというふうに思います。 

 私からは以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（中村和美君） 今の成松委員の関連で

すけど、私も今、書いとったんですけど、防

災、緊急にするときにですね、割と冷静に分か

りやすくみたいな感じで、分からんといかんけ

ん分かりやすいように、防災無線で発信しない

とですね。 

 僕はその前に本当、書いとっとですけど、サ

イレン音をまず、ばーって出して、そして、こ

ういう状況ですから避難してくださいっていう

インパクトを与えたほうが、みんなが慌てて、

こりゃいかんわいっていうふうに行動するんじ

ゃないかなって、私も同じように思いました。

意見です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 避難所の対応、運営が

なかなか職員さんが少ない数の中でされたとい

うことで、しかも、コロナ禍の中でですね、計

画して……。 

○委員長（橋本幸一君） 避難所については後

で。次の項で。情報伝達ということで、よろし

くお願いします。 

 ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようでしたら、

次の項に移ってよろしいでしょうか。（｢は

い」と呼ぶ者あり） 

 それでは、避難所対策についてということ

で、次に２点目の避難対策について執行部より

現状について説明をお願いいたします。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） では、

続きまして、２の避難対策についてでございま

す。 

 ５ページの中ほどの上のほうです。 

 まず、①避難経路・方法についてということ

でございます。 

 ４日の４時頃からですね、八代市消防団各方

面隊による安否の確認、避難の伝達等が行われ

ております。同じく坂本町の藤本地区では４日

の４時４５分頃からですね、地域住民の方が高

齢者等に声かけをして、藤本社会教育センター

等へ避難をされたということでございます。 

 また、中谷地区のほうでは、４日の５時過ぎ

頃からですね、地域住民の方が近所の方への避

難の声かけを行われたということでございま

す。 

 また、荒瀬地域のほうではですね、区長さん
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が４日の５時頃に全ての世帯に電話をかけられ

まして、避難の呼びかけを行っていらっしゃい

ます。 

 また、中津道のほうでも４日の早朝からです

ね、避難に当たっての住民同士の声かけが行わ

れたというところでございます。 

 避難者のうち、孤立地域の避難状況と件数、

帰宅困難者の件数についてということでござい

ますが、ライフラインの復旧状況から判断して

ですね、７月１１日の段階では中津道の全域、

藤本の半数の集落、中谷の一集落で道路の寸断

によって孤立状態になっていたというふうに考

えられます。現在は中津道の３集落以外は孤立

状態は解消されております。 

 あと、自衛隊、消防からの情報、親族等から

の安否確認の問合せ等によりまして中津道地域

の孤立が確認できたので、自衛隊、消防のヘリ

等によりまして会地公園へ搬送し、その後、八

代総合体育館に避難されたところでございま

す。 

 現在、この地域の住民のうち、避難所に避難

されている方はゼロ人というところでございま

す。 

 次のページをよろしいでしょうか。 

 ２の避難所の対応についてというところでご

ざいます。 

 避難所における問題点、改善点ということ

で、コロナ禍ということでですね、避難所にお

いても感染症対策を講じる必要があったという

ところがございます。 

 それにつきまして、避難所の入口で消毒、検

温を実施をいたしております。避難スペースで

は段ボールベッド、間仕切り等を設置をして対

応したということであります。 

 避難所の避難者及びスタッフ以外の立入りを

制限するためですね、避難者とスタッフは首か

けのネームホルダーを着用し、親戚、友人等の

被災者との面談のときには、別の面会スペース

を設けまして、そちらのほうで行っておりま

す。 

 また、避難所の環境衛生対策といたしまし

て、２４時間継続した避難所の換気を行うとと

もに、シャワー室、トイレなど共有の場所にお

きましては２時間おきに清掃、消毒を行ってお

ります。 

 今回の課題ということでですね、今回の災害

においてマンパワーが不足する中の避難所開設

ということになりました。自治体からの人的支

援や外部委託によりまして、長期避難の運営が

可能となっております。 

 地域防災計画において、長期間の避難所では

避難者に対する自主運営を行うこととしており

ますので、昨年度からモデル校区等を選定しな

がら、避難所の自主運営について協議を進めて

いるところでございます。 

 避難所における自主防災組織や地域、住民等

と協力した避難所運営に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上になります。 

○委員長（橋本幸一君） ただいま避難対策に

ついて説明がございましたが、これについて何

か質問等はございませんか。 

○委員（堀 徹男君） 先ほどは失礼しまし

た。 

 今、おっしゃったようにですね、少ない職員

さんと、スタッフとしてですね、職員の皆さん

と、それから、コロナ禍の中でも避難所を運営

しなきゃいけなかったということで大変だった

ろうと思います。 

 自主防災会あたりと協力し合っての避難所運

営について、今後、取り組むということなんで

すが、今までの取組なんですけど、どうしても

やっぱり予算が十分行きわたらないで年に３校

区でっていうような開催の仕方だと思うんです

よね。今後、もう少し広く、そして深くです

ね、この取組ができるような執行部としてのお
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考えはどうかなというふうに思ってますけど、

いかがでしょうか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 自主防

災組織等のですね、協力につきましてはです

ね、今、おっしゃられた年に３回ほど防災訓練

等、年３カ所でしておりますが、それとは別に

ですね、避難所の運営のほうをですね、自主防

災組織のほうでできないかというところで今、

話を進めております。今、松高校区のほうでで

すね、そういった話がありまして、今、進めて

いた段階でちょっとコロナの影響で話がちょっ

と今止まっている状態になっております。 

 松高のほうでは積極的にですね、自主防のほ

うで避難所運営ができますという話をいただい

ております。あと、また、今回の台風１０号の

件でですね、いろいろございまして、鏡のほう

からもですね、そういった話がちょっと出てお

ります。 

 こういった話が出てきだしたというところが

ありますので、この機会をですね、捉えてです

ね、いろんな校区でこういった自主防災組織等

の活性化も含めたところでですね、避難所運営

のほうを理解いただければなというふうに考え

ております。（委員堀徹男君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（太田広則君） いみじくも私は６月議

会でですね、段ボールベッドとか間仕切りを保

管しておいて、それから、新たな生活様式にお

ける避難所のスペースをというのを質問したば

っかりのときに実践的な話になったかと思いま

す。 

 実際問題、私は人吉のほうに応援に入らせて

いただいたんですけども、人吉の避難所はです

ね、テレビでも何回も放映されてますけど、間

仕切りカーテンですね、白い。ああいうのも当

然、あれが今後、必要になってくるといったと

きに保管場所。段ボールベッドでも保管場所を

心配して質問したんですけど、そういった今

後、絶対、必要になってくるであろう避難所運

営に当たっての防災用品ですね、防災器具とい

うのはどこか、やっぱりスペースが今ないとい

うのは十分分かって聞くんですが、今後、当

然、必要になってくると懸念してたことが起き

たもんですから、そのところはどのように今

後、考えられてるかなという御質問です。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 御指摘

のとおり、置き場所というのが今一番やっぱり

課題にはなっておりまして、今ですね、廃校に

なった小学校の体育館等を利用させてもらいな

がら、東陽の川俣、あと今回は坂本の久多良

木、あと坂本の中谷の青少年センターの体育館

等をですね、ちょっと利用させてもらいなが

ら、そこにちょっと今回はなおしてしまおうと

いうふうに考えておりますが、そこでちょっと

足りるかどうかということがまだ心配なところ

ではあります。 

 本当は大きな倉庫をどこかに何カ所かつくっ

たほうがいいんだろうなとは思ってるんですけ

ど、ちょっと予算関係もいろいろございまして

ですね、そういったのはちょっとこれからまた

精査していかないといけないところだろうと思

っております。 

○委員（太田広則君） 実際問題ですよ、総合

体育館と千丁コミュニティセンターだったです

かね、避難所ですね。（｢はい」と呼ぶ者あ

り）段ボールベッドは足りたっですか、もとも

と持ってた。それとも緊急にどこか各自治体に

持ってきてもらったとか、そういったことはあ

ったんですか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 段ボー

ルベッドにつきましてはですね、手持ちはです

ね、相当少なかったです。今回、国からのプッ

シュ型のでですね、全部、対応したというとこ

ろになります。すぐに送っていただいたという

ところでですね。（委員太田広則君「はい、分
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かりました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） さっきの自主防災組

織ともちょっと絡むかもしれないですけど、安

否確認がですね、私は何回か問い合せて、大

分、時間がかかったという印象があるんですけ

ども、こういったものをですね、これからの課

題ということでもですけど、地域の自主防災組

織として、地域の安否確認をまずそこでされ

て、さらに避難所でもというところでの二重化

とかですね、データの市民課との連携なんかも

含めての仕方とか、そういうのをちょっと検討

されてるかなと思いまして。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 安否確

認についてはですね、今回もやっぱり苦労した

ところでありまして、やっぱり区長さんとかが

被災されてらっしゃったとかというのもいろい

ろございました。 

 安否確認につきましてはですね、発災当初か

ら随時行っておりまして、７月１６日ぐらいに

安否確認が完了したというところでございま

す。 

 今後もですね、そういったどういうふうに安

否確認をしたらいいのか、自主防災組織、あ

と、民生委員さんとか、あと、区長さんとか、

いろんな角度があると思いますので、その辺も

検証の中でですね、検証していければなと思っ

ております。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。よろしいで

す。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（成松由紀夫君） 安否確認はもう発災

当初は課長、担当課は大変だったと思うんです

が、球磨村であったり、他地域から考えると、

やはり八代は比較的に断然早かったと。全職員

さん方が食料、水、リュックを背負ってです

ね、道なき道を行きながら、一軒一軒、丁寧に

確認したというような状況があって。 

 最終的には何か資機材を使ったことも今後、

対応として考えられることは考えられていいと

思うんですが、やっぱり最終的にはあれなのか

なと。住所はあっても住まわれてるかどうかも

分からないとか、いろいろな課題がありました

よね。でも、最終的には職員さん方が一軒一

軒、水と食料を届けながら、一つ一つ確認して

いったというような、やっぱりあの気概を持っ

てやっていく以外ないのかなと。 

 ただ、やはりそれをやりながらも何か資機材

で、ボタンで「おります」「おりません」じゃ

ないけども、それができればいいんですが、そ

ういった部分も考えていただければというのは

思いますが、私からちょっと質問といいます

か、避難所の対応ですね。総合体育館、千丁コ

ミセンを見ていきながら、温度差がかなり平野

部とあったなと。避難所の前に避難経路として

会地公園に流されそうになった方々が命からが

ら下りてこられて、それから、病院に行く人、

避難所に行く人がいました。私の家の前だから

ですね、会地公園愛護会の皆さんと手伝った経

緯があるわけですけども、平野部の人たちはみ

んな写真撮りに来とらしたですね。わいわい、

やじ馬でですね。ちょっと私は、あの瞬間に愕

然としました。 

 地域の人間もそうだったんですけど、市の職

員さんも来て、結局、緊急搬送する緊急車両の

出入り口に全部、車が、軽自動車が止まっとた

りして入りも出もならん。最終的に警察の方が

来て、そこを確保して、熊本労災病院に行く車

両、八代総合病院に行く車両というですね、あ

のすみ分けの現状を見ていったときに、やっぱ

り被災地と平野部の温度差、そこら辺ももうち

ょっとみんなで共有する部分が必要だなという

のが一つと、今度は避難した先の総合体育館、

千丁コミセンを見てもそうだったんですが、避

難所の対応については、私は非常に手厚かった
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んじゃないかなと。むしろ避難してる方々か

ら、ここは天国だじゃないですけど、そういう

ようなコメントも聞きましたし、むしろ心配し

たのは、あとはメンタル的なケアと、あと、お

弁当を２つも３つもいきよんなった方もおんな

って、保健師さんですかね、を議会から提案し

て入っていただいたから。やっぱり血栓ができ

てる方が３人いらっしゃったというような状況

もあるので。 

 私は避難所については、やっぱりそっちのス

ポーツ振興課を含めてしっかりやられたなとい

うのを、今回の部分をマニュアル化して、来る

べき避難所対応に活かすべきだというのと、あ

と、私が感心したのは、神戸市の職員さん、派

遣の。あの方々が本当、３６時間体制ぐらいの

勢いで対応されてましたね。八代市役所の職員

さん方が神戸市の職員さんたちに、助かってま

すといって、学ぶべき点が多いというようなコ

メントがかなりあったんですよ。 

 そういう意味で考えると、神戸市の職員さん

方の多分マニュアルかなんかあると思うんです

が、そういうものを一回、調査研究されると、

さらに次の災害に備えるべく、八代市も学べる

というか、廣兼課長さんはその辺、多分、連携

が取れておられますから、神戸市の職員さん方

のですね、あの避難所対応とマニュアルという

か、あれはぜひうちも参考にしていただきたい

なというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（太田広則君） 外部委託というのは、

例えば、どういったところにお願いをするの

か。他自治体の人的支援の後に外部委託によっ

てっていう……。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 避難所

についてはですね、他自治体のほかに警備会社

のほうに委託をしております。 

○委員（太田広則君） それは市内の警備会社

ですか。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 市内の

警備会社です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。よろしいで

すか。 

○委員（金子昌平君） 熊本市のほうでは緊急

災害時ですか、特別警報級の台風接近とか、予

想がつくですね、災害の場合に事前に対策本部

を設置するということで防災計画のほうを見直

されてるんですけども、本市の私もですね、事

前に対応せんといかんとばいという声を何人か

から聞いてですね、そのような対応を検討した

ほうがよかっじゃなかっかなと思うとですけ

ど、どんなんですかね。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 確かに

今おっしゃられたようなことは私どものほうに

も入っておりますのでですね、その辺も含めた

ところでですね、検証をしながらですね、検討

できたらなと思います。 

 今回の台風１０号等もありまして、相当、マ

スコミ等で大分、最大の台風という話があっ

て、問合せも相当やっぱり来とりました。その

ときにやっぱり対策本部をですね、立ち上げて

話をしとったほうがいいのかなというところも

ありましたので、その辺も含めたところで検討

していきたいと思います。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、ないよう

ですので、次の３点目の公共交通について執行

部より現状について説明をお願いいたします。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） ３番目

の公共交通についてですが、まず、この地図が

載ってるやつにつきまして、あと、この１枚も

のを後でお配りしたのがあると思います。 

 坂本地区の道路状況につきましてはですね、

７月８日の時点で県道のほうが、これが紙のほ
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うに書いてあるのが開通してるところというと

ころで見ていただければと思います。宮地から

西部大橋までと、中谷橋から坂本支所までが開

通しておりました。県道二見・萩橋のほうが通

っておりました。国道のほうも西部大橋から中

谷橋までは通っていたという状況でございま

す。 

 ７月９日に高速道路の坂本パーキングエリア

からの上りのほうがですね、乗降ができるよう

になっております。 

 ７月１３日には坂本パーキングエリアの下り

のほうも乗り降りができるようになったという

ところです。 

 ７月１６日にはですね、国道２１９号のほう

で深水橋から中谷橋が新たに今度は通行止めに

なりました。あと、萩橋、鎌瀬のほうは通行可

能になった、萩橋から道の駅までも通行可能に

なったというところであります。 

 ７月２１日にはですね、県道のほうが萩橋か

ら中津道までが通行可能になりました。萩橋か

ら、あと坂本支所まで。ですから、坂本支所か

ら中津道まで県道が通ったというところでござ

います。 

 ７月２８日には国道２１９号の中谷橋から坂

本中学校までが開通しております。 

 ８月３日に国道２１９号、深水橋から中谷橋

までが開通しまして、８月１２日にはほぼ全線

が開通したというような状況になっておりま

す。 

 あとは企画政策課のほうと交代をいたしま

す。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）企画政策課の福本です。着座にて説

明させていただきます。 

 それでは３項目、公共交通について御説明い

たします。 

 資料が発災後の公共交通の復旧状況、この資

料でございます。と、坂本地域公共交通マップ

は８月２６日現在という、この２つを使って御

説明させていただきます。 

 発災時から現在までの公共交通の復旧状況で

ございます。 

 企画政策課では、被災地、坂本地域の公共交

通の復旧につきましては、道路や被災地の復旧

復興の状況に応じて、段階的に運行を行ってお

ります。 

 まず、１の被災者への対応でございますけれ

ども、①の避難所、坂本地区の無料運行バスの

運行でございます。被災地の対応は避難所とな

りました千丁コミセン、八代トヨオカ地建アリ

ーナから被災地の坂本地域へ発災後の７月１１

日から無料運行バスの運行を開始しました。こ

の運行バスは坂本駅から坂本、八代駅間の臨時

運行を８月２６日から実施しましたことから、

８月２９日に運行を終了しております。 

 避難所で前日に予約を取りまして、セダン型

のタクシーやジャンボタクシーを手配いたしま

して、被災者の自宅や自宅近くまでの送迎を行

いました。１日に１往復２便の運行で期間中に

は延べ８４名の方が利用されております。 

 次に、②路線バス無料乗車証の配布ですが、

２つの避難所の被災者の方を対象としまして、

７月１４日から希望者の方に路線バスの無料乗

車券を配布しております。これは避難者の方へ

の生活支援という観点から、通勤、通学はもと

より、通院、買い物等のための移動手段としま

して路線バスを利用していただくためのもので

ございます。 

 ７月１４日から開始しまして、避難所を退所

されるまでの間の利用となります。八代トヨオ

カ地建アリーナで配布が５０名の方、千丁コミ

センで３０名の方、合計８２名の方に配布いた

しまして、これまで延べ４１０回の御利用をい

ただいております。 

 次に、２、坂本地域への対応でございます。 
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 ①坂本駅、八代駅前の臨時無料運行の実施で

ございます。これは路線バスの坂本線の坂本区

間の運休による代替運行となります。 

 なお、今回、無料としておりますのは、運行

区間や運行時間、道路の復旧の状況に応じて、

随時変更しておりますことから、運賃を取りま

すと運輸局に路線を申請しまして、固定化し、

柔軟な運行の対応ができないことから現段階で

は無料といたしております。 

 まず、被災地の最後の坂本パーキングより高

速道路を利用しまして、８月３日から８月２５

日まで３便の無料運行を実施しまして、延べ１

７８人が利用されております。その後、８月２

６日から坂本駅から国道、県道を利用しまし

て、八代駅経由で行く便を１２便、６往復を運

行しております。８月に延べ７５人、９月に延

べ６１６人が利用されております。 

 次に、乗合タクシーの再開でございます。 

 まず、鮎帰坂本線でございます。８月３日か

ら平日のみを運行を再開しまして、現在７便、

週３便を再開しております。鮎帰坂本線は定期

路線で８月に延べ１７０人が利用されておりま

す。すみません、９月分につきましては、現

在、取りまとめ中でございます。 

 深水坂本線は水曜日、金曜日の予約便となっ

ておりまして、８月３日から運行を再開してお

ります。８月に延べ１０人が利用されておりま

す。 

 次に、中津道坂本線は月曜日、水曜日、金曜

日の予約便となっておりまして、８月３日から

運行可能な区間の運行を再開しております。８

月に延べ３３人の利用があっております。 

 次に、百済来坂本線は定期便となっておりま

して、８月２６日から運行可能な区間の運行を

再開しております。現在９便中３便を運行して

おりまして、８月に４人が利用されておりま

す。 

 次に、渋利坂本線は火曜日、木曜日の予約便

となっておりまして、８月２６日から運行を再

開しております。８月に延べ２人が利用されて

おります。 

 次に、鮎帰坂本線、日光、辻、登俣経由は火

曜、木曜日の予約便となっておりまして、８月

２６日から運行を再開しております。８月に延

べ２人が利用されております。 

 次に、深水八代線は火曜日の運行となってお

りまして、８月２６日から運行を再開しており

ます。なお、８月には利用はあっておりませ

ん。９月の利用運行を見てみますと、数名が利

用されているとのことでした。 

 次に、市以外の対応でございます。 

 ①産交バスによる坂本線の運行は八代市役所

と清流高校前。現在は、遥拝までとなっており

ますけども、７月１０日から運行されておりま

す。坂本区間におきましては、道路管理者の許

可がまだ下りないということで運行を再開して

おられません。 

 ②ＪＲによる肥薩線の代行輸送でございます

けども、これは八代駅、段駅、坂本駅を停留所

として９月１０日から運行されておりまして、

ただいま１０便、往復５便を運行されておりま

す。９月中の利用は２４名でございました。 

 なお、ＪＲによる代替運行につきましては、

料金を取られております。ＪＲの料金としまし

て、八代、段区間が２１０円、八代、坂本区間

が２８０円の料金を取られております。 

 次に、この地図を御覧ください。 

 青色で枠を路線名を囲っておりますけども、

これが８月３日から運行を再開している部分で

ございます。緑色で囲っている部分が８月２６

日から運行を再開している路線でございます。

赤の点線が本市で無料運行をしている区間でご

ざいまして、８月２６日から国道、県道を経由

して運行している区間でございます。 

 なお、また１０月１日からはですね、この赤

の点線ですけども、無料運行ですけども、坂本
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の仮設の支所がございますけれども、一灯苑の

横にございますけど、そちらのほうにもやっぱ

り運行していただきたいという市民の声があっ

ておりますので、１０月１日からはそちらのほ

うも一部、運行する便を設けております。 

 簡単ではございますけれども、公共交通につ

いては以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） ただいま３点目の公

共交通について執行部より説明がございました

が、何か質問ございませんか。ありませんか。 

○委員（太田広則君） ＪＲの代行輸送です

ね、これは特に学生あたりをちょっと心配する

んですけども、どうなんですか。９月で２４人

だったんですが、そこまで分かりますかね。市

内に通う、中心街に通う。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） これ

は、すみません、調査はなかなかできておりま

せんけども、感覚的なものでお答えさせていた

だきますと、ＪＲの開始が９月１０日というこ

とでですね、ちょっと運行の開始が遅かった部

分もございまして、それまでの区間の中でも８

月中の区間の中でもう既に移動手段というのを

ある程度、確保されていたのかなっていうふう

に感じております。 

 例えば、市のバスの運行だとか、あとは自家

用車による送迎だとか、そういう部分があって

おる中でそういう少ない利用ではなかろうかと

いうふうな分析をしております。 

○委員（太田広則君） 要は、はっきり分から

ないということですね。 

 被災者の中に、極端に言ったら、何のときだ

ったか一回聞いたことがあったんですが、議案

説明会のときだったか、学生は何人あれでした

かという質問したことがあるんですよ。坂本中

に、グラウンドに何かバスが出るときですね。

一番、心配するのはそういうＪＲを使ってた学

生さんたちがそういうふうに家族もしくは何か

運行手段を自分たちでやってるという、そこが

ちょっと気になったもんですから、質問しまし

た。 

 今後もし分かれば、また、掌握できる範囲で

ですね、必要なことだろうと思いますんでです

ね、よろしくお願いしときます。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。よろしいでしょうか。 

○委員（中村和美君） 関連ですけど、ＪＲに

よる肥薩線代行の中で、八代駅、坂本駅と。定

期券を持ってる生徒たち、子供たちもいると思

うんですけど、この人たちは優遇さるっとです

かね。 

○委員長（橋本幸一君） 分かりますか。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 定期券

を持って、それが有効な定期券であれば、そこ

は、子供が定期券を見せると、その定期券で利

用はできます。（委員中村和美君「ですね。は

い」と呼ぶ） 

○委員（金子昌平君） 乗合タクシーのことな

んですけれども、これは完全予約制にしたらど

う……。できるんですかね、そういうのは。検

討していることがあれば。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 予約制

と定時定路線の違いがございまして、一長一短

の、デメリット・メリットもございまして、予

約制にすると、その分、利用の把握ができまし

て、失礼な言い方ですけども、無駄がなくて運

行できるという部分がございます。ただ、その

分、利用者の電話予約が前日に要るもんですか

ら、その分、負担になるという部分がございま

す。 

 定時定路線になると随時運行します。定時便

がですね。ただ、乗らない時間帯であっても運

行せざるを得ないという部分がございまして、

一長一短がございます。（委員金子昌平君「分

かりました。ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。 

○委員（金子昌平君） はい。 
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○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

ここで執行部は御退席ください。ありがとうご

ざいました。 

（執行部 退席） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、ただいま

３点について、現状に対する内容について、そ

れぞれ説明を受け、意見をお伺いしたわけでご

ざいますが、ここから本日、調査を行いました

内容について、部会としての意見を取りまとめ

たいと思います。 

 まず１点目の情報伝達・収集の方法につい

て、部会としては今後の改善案も踏まえて、ど

のようなまとめにいたしましょうか。 

 ちょっと小会いたしたいと思います。 

（午前１１時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１４分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 それでは、以上の３点については調査票の所

見をまとめて、正副委員長へ提出することとい

たしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（｢はい」と呼ぶ者あり） 

                              

◎次回の会議日程及び調査内容 

○委員長（橋本幸一君） それでは、次に次回

の会議日程及び調査内容について御協議いただ

きたいと思います。 

 まず、会議日程についてでございますが、い

かがいたしましょうか。 

 小会いたします。 

（午前１１時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３４分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次の部会は１０月２０日火曜日１０時より現

地視察ということで実施したいと思います。 

 調査目的は公共交通の現状について、坂本支

所ほか関連施設の現状調査ということで進めさ

せていただいてよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように進めさせていただきます。 

 なお、先ほども申し上げましたが、本部会で

の活動に当たり、執行部に対してはＢＣＰ継続

中のため、原則、執行部の会議の同席について

は行わないこととされております。しかしなが

ら、内容によっては執行部の同行も必要になる

場合も考えられますので、その際は最少人数で

の同行となることもありますので、御了承願い

たいと思います。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

                              

◎その他 

○委員長（橋本幸一君） なければ、その３の

その他について、何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で、本日の部会の日程は全部終了いたしま

した。これをもって、総務委員会を散会いたし

ます。御苦労さまでした。 

（午前１１時３４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和２年１０月８日 

総務委員会 

委 員 長 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


